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鉱工業生産． 荷．

（１）鉱工業生産・出荷・在庫

160（季調済、2005年=100）

ｊｌ
ＯＯ
ＤＱ
ＯＯ

Ｏｔ
ＯＵ

ＯＯ
ＤＱ

150

率
産
荷
庫
庫

生
出
在
在

一一一一

1４０ U－０

１３０
､
、

も
も
も

０

1２０ ６
９

｛Ａ
Ｖ･~

８
０
Ｊ

、の０

1１０

>とごiﾆﾆﾕﾑ100
、

＝－Ｖ－Ｖ ~～_ﾁﾞﾒ会ベス

測
数
予
指

９０

8０

7０

０２年０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ 1０１１

岩手県鉱エ集生産指数(季節調整済計数）

※検範'京・リーマンシヨツケ匝胸の平威20年９月の水巫

1ｺ⑪、

1２０，

ﾕﾕ０．０

、０．０

90.0

80.0

７０．０

60.0 正
①

正
⑭

区
（

区
ロ

正
、

区
マ

亜
ｍ

匹
内

亟
已
目
一
一

匹
【
『

丘
員

匹
昌

匹
②

区
堂

匹
ト

亜
中

区
ぬ

丘
ご

亜
ｍ

匹
肉

匹
已
目
一

匹
目

亟
昌

匹
昌

区
⑦

匹
唾

匠
（

区
四

厘
印

匹
『

広
ｍ

広
【
・

区
『
ご
【

匹
昌

正
目

区
昌

亟
①

匹
色

区
（

広
の

広
い

広
言

丘
、

匹
句

亜
こ
色

<原資料:岩手県痙二案生産描厳〉

／



(１））実質輸出入
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（２）主要貿易相手国の経済成長率
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(注）主要貿易相手国のＧＤＰ成長率をわが国の通関輸出ウエイトで積み上げたもの。
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全国新設住宅着工戸数
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９０

1３０ ８０

120 ７０

110 6０

ｸﾞｸﾞｰｰｰ■ｼｰｸﾞｰｰｰｰ---こびグーP､､､夕パ０．・ペ
グ０
ｸﾞｸﾞｰｰｰ■ｼｰｸﾞｰｰｰｰ---こびグーP､､､夕パ０．・ペ
グ０

100 5０

ザP､､グー￣か～､￣、－－－■￣￣￣￣－－戸一一一■P
￣｡

αか￣￣■■一再－－－－⑪タグ､
､グヴP
、Ｐ

ザP､､グー￣か～､￣、－－－■￣￣￣￣－－戸一一一■P
￣｡

αか￣￣■■一再－－－－⑪タグ､
､グヴP
、Ｐ (/鬘へＪＮ

〃 、
(/鬘へＪＮ
〃 、

１
０
０

１
０
０

9０ 4０

、
、

〈、多izisM：
－－－●工一一上一－－－●工一一上一

－－－迅－－－迅
＝q-.~＝q-.~

■－グーニー■－グーニー

8０ 3０■"
､､

－総計（左目盛）

－持家（右目盛）

－－分譲（右目盛）

－－－貸家系（右目盛）

グー

､￣◆7０ P.－ﾆーター 2０

甸肖､－－己

6０ １０

０２年０３０４

(注）2010/4Qは10～11月の平均値。

０５ ０６ ０７ ０８ ０９ １０

岩手県新設住宅着エ戸数

1000

９００

｜

新設住宅着ｴ戸数’
12か月平均

800

フ00

600

500

４００

３００

ZOO

亟
日

匹
○
【

正
ト

正
す

唾
［
貯
目

匹
○
［

正
（

正
す

正
『
塒
目

正
（

正
す

皿
［
叶
臼

、２ｍ目
可ト

正
。
［

正
［
財
目

ゲ



景気回復のメカニズム

輸出の増加

↓

生産の増加

↓

製造業の残業時間増加

↓

製造業の雇用者所得増加

↓

個人消費の増加

↓

非製造業（卸・小売）の持直し

↓

雇用関連指標の改善が非製造業にも広がり

↓

住宅投資の底入れ

↓

（設備投資の増加）
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3か月間のチャート
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頁金･實･ロ，．

民間金融機関預金･貸出(末残前年比船）
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業短期順 ｌ＝；．.’ﾛ」
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上段：前年同期比・％、下段（）：前回調査比修正率・％

備投費（2010
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海外現地生産

（２）今後（５年間程度）海外に生産
拠点を設置・増強する理由・背景

（１）内外設備投資

4０４ 進出先の市培として
の有望性

原材料等の鯛連環境

国内既存取引先の
海外移転

為替の動向

進出先の産璽塾鏑

進出先の優掴措置・
政策等

その他

環境関連の制約等

国内既存取引先の
倒産･経営不振

進出先の居住琿境

3６

３

3２

２

2８

１
2４

2００

(船）0２０４０６０８００００１０２０３０４０５０６０７０８０９１０
年度

（４）新興国の生産拠点に対する
国内拠点の役割

（３）海外設備投資比率と
海外市場の広がり
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製品別のすみ分け

海外拠点への
積極的技術移転

且産より技術開発
領域の比重を高め、
技術水準を牽引

技術の効率的開発の
ため､基幹的生産枯術
･機能を国内に集約

海外拠点同士が
自立的に技術移転
するよう支援

9０９２９４９６９８０００２０４０６０８１０ (船）0１０２０３０４０５０６０８６８８
年度

(注）１． 海外設備投資は、2008年度までは経済産業省「海外事業活動基本調査」に基づく。2009年度以降
は、日本政策投資銀行「設備投資計画調査」（2010/６月調査）の前年比を用いて推計。
国内設備投資は、短観に基づく。2010年度は、短観の前年比計画（2010/９月調査）を用いて推計。
対象は、全産業、大企業（含む土地、除くソフトウェア）。
海外ＧＤＰと日本ＧＤＰの比率は、ＩＭＦペース（暦年値）。
（２）および（４）は2010/１月調査。

経済産業省「海外事業活動基本調査」「ものづくり白書」、ＩＭＦ「WorldEconomicOutIook」、
日本政策投資銀行「設備投資計画調査」、日本銀行「全国企業短期経済観測調査」

2．

３．
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(資料）
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為替相場
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（１）ドルユーロの対円相場
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（２）韓国ウォン、中国元の対円相場
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11-扉の留易動作

世界の輸出貿易に占める主要国の割合
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国連貿易統計年鑑および国連統計月報による。貿易総額上位５か国。

主要国の輸出貿易額の推移（単位百万ドル）
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ＧＤＰ（市場レートベース）の長期見通し：アジアは大きく増加
(10億ドル）
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より作成。

２．グラフに示されている国・地域は、０９年時点で世界全体の97.0％のシェアを占める。
３．「その他アジア」はインドネシア、マレーシア、フィリピン、タイ、シンガポール、
香港、韓国及び台湾。「その他北米・中南米」はアルゼンチン、ブラジル、メキシー
及びカナダ。「その他地域］は南アフリカ共和国及びオーストラリア。

ＧＤＰ（市場レートベース）シェアの変化：中国・インドのシェア増加
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ご世界の消費市場規模と人ﾛ(2008年）
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アジアの中間層の推移 アジアの富裕層の推移
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アジア内における中間財、最終
財の主な流れ（電気機械）
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各種製品等の生産に占める各国，地域の割合

￣ニーテレニ溌品含む

二一２００８三１邑ｇ二万言
視帯冠酷

古:〒２００８正１１低ｇ千万＝
｣ｗソーーノー居童倉じ

さ【十２００３三２逼己二万言

ｒ:：
[ﾕ‘面

篁産見通しのテータも

電子情報技術屋藁協会
2009）「孟子佃組屋菜の

世界生産見通し｣から作成し

園考：竺産見通しのデータ。

資料：電子桐組技術産業協会

（2009）「電子桐報産菜の

世界生産見通し｣から作成。

佃考

iRii4
価考；生産見通しのテーク。

資料：電子棡報技術産蕊協会

（2009）「孟子佃報産興の

世界生屋貝通し｣から作成。

目、0ｍ
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柤銅
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米国
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資料；面子摘報技術産興橿会

（2009）「電子佃報産築の

世界生産見通し｣から作成。

資料：国際自助血工藁連合会

Webサイトから作成。
資料２世界鉄鋼樫会Webサイト

から作成。

中国の製品別最終財輸出の推移
東アジアにおける最終財輸出国・地域
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自由貿易協定

（１）輸出総額に占める自由貿易協定締結国向けの輸出割合
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世界規模での食料需給バランスの不均衡

また農林水産省によれば、今後、途上国の経済成

長は引き続き高い水準で推移することか予測されて

いる。人口の増加、所得の向上、バイオ燃料の拡大

などによって農産物の需要が増大し、穀物等の需給

がひっ迫した状態が継続する見込みである。また、

穀物貿易の偏在化の傾向は引き続き以下のとおり拡

大するとの見方である（コラム第６２回)聖。

によれば、穀物需給（

ランスについては、途上国では恒常的に供給が不足

しており、食料不足は拡大する見込みであるｃこれ

に対して、先進国では生産が消費を上回り、余剰が

拡大することが見込まれる（コラム第６１図)証ｃ意
①アジア、ZPZll力、_申東では消費の伸びに生盾＋－

ノー、

物の消費量の増加に国内と彦量の増加が追いつかず麺 が追いつかず、純輸入辰が拡大する

③欧州、オセアニアが純輸出量を拡大きせ、①の

純輸入量の拡大に対応するｃ

③北米の純輸出鎚は引き続き減少する一方純輸

入地域の中南米は純輸出地域へ転換する。

よって賄うと見ているｃ
￣

先進国、途上国の穀物需給バランスの将来推計
(百万トン）
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資料；ＦＡＯ「Ｗｏ｢Idagrlcullu｢e:towards2030/2050Iinterim｢epor1」から作成。

世界における食料自給の見通し

、穀物の地域別隻産量及び消費量の見通し
（生産量）（消費量）

<ｇ穀物の地域別貿易量（純輸出入

（純輸入量）

３通（麺輸出入量）の見通し

（純輸出量）
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アジアにおける主要殿物(小麦、コ
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価考：主要穀物とは小安、トウモロコシ、大豆、コメ。

笂料：ＵＳＤＡ「PS&D」から作成。

穀物、畜産物の水資源原単位
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(ITWl)）
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各国のＧＤＰあたりの￣次エネル
ギー消費麓
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１とした坦合の担歓。

ＴPES/ＧＤＰ＝一次エネルギー鷲供蛤厘ﾉＧＤＰｃＧＤＰ鮭2000年為替

平均レートドル換算。
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一次エネルギー消費鑓の推移・予測
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ドルの流通鬘の伸びは世界の
経済成長を大きく上回っている
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(注)世界のGDPの2010年はlMF見通し

平成２２年１１月８日（月）日本経済新聞
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商品市況

（１）原油価格
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（２）国際商品市況

(月末値、2005年＝100）(月中平均、2005年＝100）
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(注）穀物指数は、穀物（小麦、大豆、トウモロコシ）の国際商品市況を加重平均したもの。
加重平均に用いるウエイトは、貿易統計の輸入金額から算出。

（３）国内商品市況
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日本の抱える構造問題
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日本製品に対するイメージ評価

アジアにおける日本製品のイメージ

資料：経済産業省「平成21年度アジア消費トレンド研究会報告書」から作成。

アジアを中心とする新興国・地域１４都市の各国製品に対するイメージ総合評価

〔ＤＳＳ

ＤＳ５に

③２６°Ｃ

備考：１．①．②、＠は各項目の順位、２．各項目の世界１４都市の平均値。３１４の国と地域は：中国（北京、上海)、香港台湾（台北)、韓国（ソウル)、
シンガポールタイ（バンコク)．インドネシア（ジャカルタ)、マレーシア（クアラルンプール)、フィリピン〈メトロマニラ)、ベトナム（ホーチミ

ンシティ)、インド（デリー、ムンバイ)、ロシア（モスクワ)。

資料；株式会社博報堂（2009)「注目される世界の新興市蝿・１４都市の「日本製品ｊに対するイメージ鯛査ｊから作成。

【出所】通商白書2010
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